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活用効果調査表の構成
様式は、新技術の活用前に提出する「新技術活用計画書」、活用後に記載・提出する「実施報告書」
及び「活用効果調査表」の３つで構成されています。
令和4年8月から、活用計画書が独立した様式へ変更されています。

活用技術毎に作成します

新技術活用計画書タブ
をクリック

実施報告書タブ
をクリック

【計画書】

発注者用タブをクリック

施工者用タブをクリック

活用効果調査表

（新技術活用後
発注者・施工者
双方が記入）

【実施報告書】及び【活用効果調査表】
※令和4年8月から【計画書】と【実施報告書】が別のタブになりました。

実施報告書

(新技術活用後に
施工者が記入)

計画書

(新技術活用前に
施工者が記入)
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活用効果
調査表

【 事後評価 】

優位性

特有性

有用な技術の選定・普及

推奨技術

準推奨技術

活用促進技術

「活用効果調査表」の役割

現場適用性
NETIS

・申請情報
・評価情報

開発・改良
【開発者】

試行・活用
【発注者】
【受注者】

客観的評価
【評価会議】

技術のスパイラルアップ

５件以上集まった！

新技術活用システム

活用効果調査表は、直轄事業で活用された新技術の有用性を検証し、評価することを目
的とした事後評価（評価会議）に欠かせない大変重要な基礎資料です。
不備が無いよう作成し、工事期間終了前であっても工事内で全ての新技術活用が終わり
ましたら、速やかに提出(登録）をお願いします。
後の説明でも出てきますが、オンラインでの登録前に「記入完了」にチェックを入れて頂ければ、記入漏れ等の
チェックもシステムで行いますので、必ずチェックの上登録をお願いします。

5件以上の活用効果調査表が集まりましたら事後評価を行い、有用な技術の選定を行い、
有用な技術の普及をはかります。
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施工企画課活用効果調査表入力システムの変更概要
令和4年4月より WEB上での作成・保存に変更されました。

新：NETISホームページへアクセスし、WEB上で作成・保存、登録ボタンで送信
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①タブをクリック

従来：NETISホームページへアクセスし、WEB上で作成したファイルをメール等に添付して提出

①タブをクリック

③作成をクリック

③「こちら」の文字をクリック

②活用効果調査
表作成をクリック

Zipファイル
を出力し提出
※ zipデータは、
NETISホームページ上で
ないと開けません。

④IDパスワード発行⇒作成

ファイルの
出力なし
登録ボタ
ンで送信

②活用効果調査
表作成をクリック

「作成」クリックしない

⑤登録

④ファイル出力



Ⅰ ID・パスワード発行 詳細手順-1 R５より工事毎IDになりR4より変更があります。

各工事ごとに記入が必
要になります。
１工事 １ID

施工者ⅠのID/パスワードの発行 の手順を詳しく示します。

こちらではないので

注意してください！

施工者

施工者

提案日よりA,VR,VEが自
動選択される。

A,VR,VEは除くNETIS番号入力
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Ⅰ ID・パスワード発行 詳細手順-2

発注者

ページ上の申請情報を確認し、内容に問題がない場合は「承認」ボタンをクリックする。
※内容に問題がある場合は、画面を閉じ、調査者（施工者）に対しメール・電話等で修正依頼を行
う。調査者（施工者）は、修正依頼内容に従い、再度⑤の作業を行う。

発注者

各工事ごとに

内容を確認し、承認する
必要があります

４

施工者



施工企画課ログイン方法
NETISホームページへアクセスし、WEB上で作成・保存・提出を行います。
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①タブをクリック

③作成をクリック

④メールで届いた
IDパスワードを入力⇒ログイン

②活用効果調査
表作成をクリック

⑤オンラインで入力していきます



新技術活用計画書 記載方法‐1

「従来技術との比較」
タブをクリック

登録番号・新技術名称

ログイン画面より、発行されたID及びパスワードを入力しログインをし、「組織機関名」から「活用等の型」までを記
載します。「登録番号」「新技術名」「比較する従来技術」は自動入力されます。

活用効果調査表は、NETIS
ホームページに記載の「比
較する従来技術」と比較し
て作成していきます。

比較する従来技術に注目！

NETISホームページに記載の「比較する従来技術」との比較が不適切
と考えられる場合も、ホームページに記載の技術と比較してください。

その上で「当該現場ではNETIS掲載情報の「比較する従来技術」は適
切でしたか」欄で適切でなかったを選択し、不適切と思う理由と適切と
思われる従来技術名を記入してください。(このマニュアルの20ペー
ジを参照して下さい。)

比較する従来技術が適切でない場合
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比較する従来技術

・登録番号
・新技術名称
・比較する従来技術
は自動入力されます

平爪を装着したバックホウ＋人力剥離作業

QS-170005

クマンツメ

2022/04/03



新技術活用計画書 記載方法‐2 7

「活用等の型」が新設・名称変更されました

令和２年度に新設・名称変更された活用型があります。
計画書提出時の活用型が選択できない場合、
後継の型を選びます。

◇ 発注者指定型

◇ 発注者指定型（選択肢提示型）

◆ 施工者選定型（総合評価技術提案）

旧：施工者希望型（契約前提案）

◆ 施工者選定型（契約後提案）

旧：施工者希望型（契約後提案）

その他の活用型については、発注課まで
お問合せください。

試行申請型(発注者指定)、試行申請型(契約後提案)
フィールド提供型、テーマ設定型(技術公募)

新設
継続

NETIS登録された「快適トイレ」を
使用する場合は、「発注者指定型」と
なる場合があります。特記仕様書を
確認してください。

快適トイレ の場合

名称変更

名称変更

発注者指定型（選択肢提示型）は
「写真管理の生産性向上に資する技術」
があります。
特記仕様書を確認してください。

発注者指定型（選択肢提示型）の場合

活用等の型を選択する際
に間違いやすいので注意
してください。

「活用等の型」について、選択内容を確認してください。



活用計画書 記載方法‐3

◆契約後に受注者が新技術を選択し、「発注
者指定型（選択肢掲示型）」となる。
２つ目からは「施工者選定型」となる。

◆特記仕様書に記載がなければ「発注者指定
型（選択肢掲示型）」にならない。

発注者指定型（選択肢提示型）のポイント

テーマ：施工管理における写真管理の生産性向上に資する技術
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発注者指定型（選択肢提示型）の新設

発注者指定型（選択肢提示型）の新技術リスト（参考）

新技術リストに掲載されていない技
術でも、写真管理が出来るNETIS
登録技術であれば該当となります。

工事発注段階において、発注者が対象とする技術テーマ及びテーマに対して効果が期待できる複数の新技術を提示し、
契約後に受注者が新技術を選択する活用方式

新技術名称 NETIS番号

SnapChamber電子小黒板アプリ(スマートデバイス用) KT-160005-VE 

cyzen KT-170025-A 

スマートデバイス用 デジタル野帳アプリ KT-180030-VE 

&ANDPAD KT-180049-A 

蔵衛門Pad KTK-160024-VE 

工事写真 黒板自動解析システム HR-190001-A 

土木標準積算データを利用した施工管理システム[デキスパート] KK-110050-VE 

CAD機能を搭載した土木測量支援現場端末システム (TREND-FIELD) KK-120004-VE 

Booth工事写真アプリ KK-130056-VE 

調査写真撮影用アプリ QS-170010-A 

掲載終了技術

R2.6

掲載終了技術



（参考）NETISホームページ

新技術活用計画書 記載方法‐4

活用効果調査表での評価項目
評価項目（６項目）
① 経済性 ② 工程 ③ 品質・出来形
④ 安全性 ⑤ 施工性 ⑥ 環境

※原則、その他（自由設定）欄の評価はしません

●●●●●が向上するため

●●●●●が優れているため

例）活用理由として２項目を選択

活用理由の選択項目数に関わ
らず活用効果調査表の評価項
目は６項目すべてについて評価
します。

NETIS掲載の「比較する従来技術」と比較して活用理由を記載し、計画書を完成させます。

今回この新技術を活用する理由
を記入願います。
NETISホームページの「比較する従来技術」
欄の内容を記入する欄ではありません。

必ず□をクリックし、 を入れてから
理由を入力します。

活用理由 作成のポイント
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「活用の効果」欄は
あくまで参考とし
現場の意見を
記載してください。

「従来技術との比較」
タブをクリック

比較する従来技術

アピールポイントは、評価項目ではありません。
活用する際の参考にしてください。
活用計画書の活用理由には、記載不要です。

提出前には、必ず「記入完了」
にチェックを入れてください。
チェックがないまま、登録ボタ
ンを押した場合、正しくNETIS
へ登録されない原因となります。



実施報告書 記載方法 （R5よりVEは提出不要。）

計画書の作成後、工事期間や新技術
施工期間などの変更がありましたら
情報を更新してください。

計画書提出時から変更がありましたら、計画書欄の情報も更新してください（工期など）。
｢施工概要｣欄は、全ての欄に記入が必要ですので、留意してください。

工事内における全ての新技術活用後、
速やかに提出してください。
工事完成前であっても調査表の提出
は可能です。
その際の工期・契約完了日は、最新を
記入します。

例）道路改良 L=〇ｍ、橋梁下部工〇式、橋脚〇基

【主要工種のみ記入】

例）路面切削 土工部 〇㎡

【新技術の工種の数量】

例）橋梁の切削箇所 〇㎡

【上記の内、新技術の使用箇所】

例）山間部 例）該当なし 例）該当なし

該当項目の〇をクリックして
選択します。

●

●

「現場施工条件」は、
未記入が多い欄です。
特筆することがない場合、
「特になし」と記載してく
ださい。

施工概要 「内容」欄
は、どのような工事(業
務)で、どのように活用
されたのか知るための
欄ですので、工事全体
の施工（業務）内容が
わかるように記載して
ください。新技術の説
明欄ではありません。

提出前には、必ず、「記入完了」にチェックを入れて
ください。チェックがないまま、登録ボタンを押した
場合、正しくNETISへ登録されない原因となります。

10

「施工(活用)概要資料」が必須項目となっ
ています。新技術の施工図や写真等を何か
添付してください。

VEについては、年度をまたいで工期延期された技
術で、次年度に新技術の活用があるものは工事期
間及び新技術施工期間情報を更新して下さい。
＊年度毎で活用率の集計・公表が必要なため。



活用効果調査表 評価点１~５点の目安

評価点

評価点

評価点

評価点

評価点

評価点

その他の欄は、当初使用しません。
（評価点も付けません）

※新技術評価会議において、追跡調査
が必要と判断され、評価会議が決定した
調査の目的に合致する調査内容、調査
方法等により、調査を実施する場合の欄
です。

活用した新技術が、「比較する従来技術」に比べて「優れる」か、「同等」か、「劣る」か判断し、
どの程度優れているか、どの程度劣っているか、↓この表を目安に判断しチェックを入れてください。
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評価項目の入力について‐1

◆ ①効果調査（評価点数〇点）
②優れていた点・劣っていた点
③コメント

◆ 計画書の「活用理由」
「総合的所見」

●

調査の視点

各評価のチェックポイント

④効果調査の点数（○点）と
「優れていた点・劣っていた
点」のチェックが、自動的に
連動した点数に変更される
システムではありませんので
整合性を確認します。

例） 施工機械がバックホウタイプなので機動性があり、

転倒のリスクも減少し、安全性が高い。

例） 施工機械がバックホウタイプなので機動性があり、

転倒のリスクも減少し、安全性が高い。

①評価点数を入力します。
〇をクリックし選択します。

②該当する項目の
□をクリックし
チェックを入れます。

に該当項目がないとき

「優れていた点・劣ってい
た点」に該当項目がない場
合、 は不要です。
コメントと評価点で評価し
てください。

の整合が取れているか？

と整合が取れているか？

６つの項目を①評価点数 ②調査の視点（優れていた点・劣っていた点） ③コメント の３項目
により評価します。

③コメント重視の評価となっております。
コメントを必ず記入してください。
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評価項目の入力について‐2

●

●

例） 経済性は、ベースマシンがバックホウタイ

プで小型であることから、機械経費・人件

費が安価となり、仮設足場材（敷鉄板）に

要する費用が減少し、施工日数が短縮で

きたという理由で非常に優れている。

例） 経済性は、ベースマシンがバックホウタイ

プで小型であることから、機械経費・人件

費が安価となり、仮設足場材（敷鉄板）に

要する費用が減少し、施工日数が短縮で

きたという理由で非常に優れている。

例） 工程は、地盤改良に要する日数を当初

８日間予定していたが、4日間（1/2）とな

り、施工日数を短縮できたという理由で

非常に優れていた。

例） 工程は、地盤改良に要する日数を当初

８日間予定していたが、4日間（1/2）とな

り、施工日数を短縮できたという理由で

非常に優れていた。

優れていた点は1項目だが評価が「5」の例

優れていた点が多く評価が「5」の例

優れていた点の
チェックが1項目

優れていた点の
チェックが4項目

（1項目がいかに優れていたか

を具体的にコメント）

（全般的に優れている点を

コメント）
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コメント記載のポイント

（参考） 定量的なコメント作成
の際、参考にしてください

コメントの記載内容

●

例） 機械設備の搬入・搬出にかかる仮設が大

幅に省略できたため、当初、８日間予定し

ていた搬入・搬出の日程が６日間（２日間

の短縮）になり、従来技術より工程が短縮

できた。

例） 機械設備の搬入・搬出にかかる仮設が大

幅に省略できたため、当初、８日間予定し

ていた搬入・搬出の日程が６日間（２日間

の短縮）になり、従来技術より工程が短縮

できた。

「従来技術との比較」
タブをクリック

コメントの記載内容

◆効果調査でチェックした評価(１～５点)の理由

◆ ｢優れていた点・劣っていた点」でチェックした項目の補足

◆ ｢優れていた点・劣っていた点」の項目にはない、具体的な活用状況

工程と施工性は、密接な
関係にあります。相互の
整合性を確認します。

工程のポイント

活用効果の根拠

◆ 冒頭に「〇〇のため」と理由を入れると、わかりやすいコメントになります

◆ コメント事例集もご活用ください

現場の具体的な事例が
有用な資料となります。
可能な限り
定量的なコメントを
記載してください。

【必須項目】

14



同等 と評価する場合‐1

例）従来技術と比較して、構造が類似した落橋防止
材であるため、現場での施工性は同程度であった。

「同等」の評価事例①

「同等」と評価する
場合、
「優れていた点・
劣っていた点」の
チェックは不要です。

「同等」の評価の場合も必ず
コメントを記載してください。

●

15

「同等」の評価事例を示します。同等の場合も必ずコメントを記載してください。



同等 と評価する場合‐2

例）周辺環境への騒音は低減したが、総
合的に評価し同等であった。

●

「同等」の評価事例③ 優れていた点があるが同等（３点）と判断

優れていた点があり有用な技術だが
「従来技術より優れる（４点）」
では過大として
「同等（３点）」と評価したケース
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コメントで、同等と判断した理由を
明記してください。

例）新技術の製品単価は、従来技術よりも
高額であったが、工程の短縮、作業人員の
減少により、総合的には、従来と同等の経
費での施工ができた。

「同等」の評価事例② 総合的に判断

優れていた点があるが

劣っていた点もあり
トータルで判断。

具体的な事由を列挙し、
同等と評価した理由を記載します。

●



「当該技術に関連しない項目」 と評価する場合

例）品質・出来形に影響を及ぼさない技術であるため関連
しない評価項目である。

●

・工程は、施工日数に影響を及ぼさないという理由で関連しない評価項目である

・当該技術は、施工性に関わらないので関連しない

・今回の作業条件において、安全性は評価対象としない

・環境に影響する事項はない

〇をクリックし

選択します
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（参考）コメント事例

◆製品や工法が従来技術と異なるため、ほとんどの評価項目で評価すべき項目に該当します。
「経済性」・「工程・」「安全性」・「施工性」は、原則 「当該技術に関連しない項目」 とせず、評価(１～５点)
を行ってください。従来技術と違いがない場合は、「同等」となります。

「当該技術に関連しない項目で
ある」と評価する場合、
優れていた点・劣っていた点の
チェックは不要です。

コメント欄に「当該技術に関連しない項目であ
る」と判断した理由を必ず記載してください。

※コメント事例集を参考にしてください

◆発注者・施工者どちらかが評価(1～５点)としており、どちらかが 「当該技術に関連しない
項目」としている場合は、評価をしている方にあわせ、評価(1～５点)をしてください



経済性の評価

例）製品単価は、従来技術と同等であったが、従

来技術に比べて、作業工程が２工程少ないこ

とから、作業日数が短縮され、人件費、仮設

費が減少した。

例）製品単価は、従来技術と同等であったが、従

来技術に比べて、作業工程が２工程少ないこ

とから、作業日数が短縮され、人件費、仮設

費が減少した。

経済性の視点

１） 技術の導入コスト(イニシャルコスト)

２） 工期短縮に伴う管理費の減少や仮設費用の低減、作業人員の増減などのランニングコスト

◆ 金額は、NETISホームページの「活用効果の根拠」や契約図書、実費(施工者の場合)等を参考に記入して下さい。

●

製品や工法が従来技術と異なりますので、

経済性の評価は、「当該技術に関連しない項目」に該当しません。活用理由に挙げていない場合も

ＮＥＴＩＳ掲載の「比較する従来技術」と比較し経済性を評価してください。
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（参考）NETISホームページ

「比較する従来技術」

活用効果の根拠

「従来技術との比較」
タブをクリック

【必須項目】



「第三者に対する安全性」の評価

例）通行規制が不要となるため、
通過車輌への安全性が向上した。

●

①評価点数をクリックします。

第三者に対する安全性を評価する場合

一般の通行車両や通行人に対して交通事故リスクが低減する効果、地下埋設物に関する効果については、安全性の

「優れていた点・劣っていた点」に該当チェック項目がありませんが、その他欄を追加して評価するのではなく、
安全性において評価します。その際、｢優れていた点・劣っていた点」に チェックをせず、コメント欄に詳しく
記載することで評価します。また、総合的所見にも記載をお願いします。
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例）例年の草刈り作業が不要とな
るため、草刈機による飛び石
や草の繁茂による視距不良が
なくなり、歩行者、通行車輌
への安全性が向上した。

通行安全性に関する事例

地下埋設物に関する事例

例）矢板による仮設が不要となる
ため、地下埋設物への影響が

なくなり、安全性が向上する。

②該当する項目がないため
チェックをしません。③コメント欄に、評価点(1～5点)

の理由、新技術を使用した効果や
使用状況など、詳しく記載をお願
いします。



「その他」の項目を追加して評価する場合
その他の欄は、当初使用しません。
新技術評価会議において、追跡調査が必要と判断され、調査を実施する場合の欄です。

「従来技術との比較」
タブをクリック

NETISホームページにおいて
６項目以外の評価項目が追加
されている技術では、その他
欄を追加して評価することが
できます。

6項目以外に
「作業環境」が
追加されている

●

①評価内容を示す
タイトルを記入します。

よくある間違い

・NETIS情報の「技術のアピールポイント」を書いてしまっている

アピールポイントは、６項目を総合した内容なので６項目と重複してしまいます。

・他の６項目に集約できる内容を書いている

「安全性」や「周辺環境への影響」等の効果であるが、「優れていた点・劣っていた点」に該

当チェック項目がない場合、その他欄を追加して評価するのではなく、「優れていた
点・劣っていた点」に チェックをせず、コメント欄に詳しく記載することで評価しま
す。また、総合的所見にも記載をお願いします。

②タイトルを記入すると評価点数
(1～5点)のチェック（〇をクリック）
が可能となります。

追加項目がある技術の例

③コメント欄に、従来技術より優れる、
劣る点について記入してください。
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技術のアピールポイントは
評価項目ではありません。



総合的所見 施工状況の写真

剥ぎ取り後の状況

上記６項目の評価を総合して記載します。
「優れていた所」又は
「劣っていた所」のどちらか
1箇所以上
記入が必要です。例）耐摩耗性に優れ、鋭利で剥ぎ取りやすい形状の爪であるため、従来工法に比べて剥ぎ

取り効率が向上した。また、既設床版を傷つけることなく施工を行うことができた。

例）剥ぎ取り箇所の状況に応じて刃先の取付位置の選定が必要。

例）新技術の導入は、追加費用となった。

NETISに掲載されていない情報
(施工性や技術の調達状況など)
が現場での活用を判断する
重要な情報となります。

クマンツメ0.28m3用舗装面剥ぎ取り作業 【施工者のみ】 写真タイトルの記載忘れが多いため
記入をご確認ください。

次のページで
説明しています。

【施工者のみ】 【必須項目】
工事・業務での活用状況がわかる写真を必ず添付
してください。（全景、近景、施工時、完成時等）

システムやソフトなど、施工写真がない場合、利用
状況やモニタ画面の写真を添付願います。
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６つの評価項目における
・評価点(〇点)
・優れていた点・劣っていた点
・コメント
と整合の取れた内容であるか
チェックしてください。



当該技術ではNETIS掲載情報の「比較する従来技術」は適切でしたか

「理由」 「適切と考えらえる工法名・技術名」

「適切であった」「適切でなかった」 いずれかに必ずチェックします。 【必須項目】

〇をクリックし

選択します

〇をクリックし選択します

●

当該技術の活用の可能性 改良点・要望点

●

「適切でなかった」とする場合、
「適切と考えられる技術名」とその「理由」を記入してください。

当該技術の活用の可能性について、該当項目に

チェックし、その理由をコメントしてください。

当該技術の改善点・要望等がありましたら記載し

てください。

技術開発者にフィードバックする
ことで、技術のスパイラルアップ
の実現につながります。
積極的な記入をお願いします。
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【施工者の入力が完了したら】
①施工者は、入力が終わりましたら、「登録」ボタンをクリックしてください。
NETISシステムから自動メールにて発注者（監督員）へ通知されます。
発注者（監督員）は、NETISに保存された、計画書または実施報告書、活用効果調査表を見ることができます。

【発注者の確認または入力が完了したら】
②発注者（監督員）は、修正が必要な箇所がありましたら、施工者に対し「修正依頼」ボタンにて修正を依頼します。
連絡には、コメント欄を使用することができます。
中国技術事務所へ提出するには、「登録」ボタンをクリックします。

【中国技術事務所から確認・修正依頼があったとき】
③施工者の作成箇所については、発注者から②により確認・修正依頼を行ってください。確認・修正が終わりましたら、
再度、登録ボタンにて中国技術事務所へ提出してください。

記入後の提出方法

発注者（監督員）
へ提出するには
登録ボタンを
クリックします

中国技術事
務所へ提出
するには
登録ボタンを
クリックします

施工者へ修正依頼
をするときは
修正依頼ボタンを
クリックします

登録ボタンを
クリックすると
NETISシステムの
自動メールにて
通知されます
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【施工者】 【発注者】



活用効果調査表 よくある不備

不備②：コメントの記載がない ⇒ ページ参照

× 「同等」や「当該技術に関連しない項目」と評価した項目において、コメントが記載されていない。
→コメントは必ず記載してください。

不備③：評価(〇点)とコメント及び「優れている点・劣っている点」が不整合 ⇒ ページ参照

×評価は同等（3点）だが「優れている点」にチェックがある。
→評価（〇点）と「優れている点・劣っている点」のチェックが整合しない場合、コメントでわかる
ように記載してください。例） 〇〇〇は向上したが、総合的に見て評価は同等とする。

不備④：ＮＥＴＩＳ情報の“比較する従来技術”との比較になっていない。 ⇒ ページ参照

活用効果調査表はＮＥＴＩＳ情報に記載の従来技術と比較と比較する必要があります
現システムでは自動で、ＮＥＴＩＳ情報に記載の従来技術が入力されます。
×各現場で従来技術がそぐわない場合等、ほかの従来技術と比較している。
→必ずNETISホームページに記載の「比較する従来技術」と比べて記入してください。
比較が適切でないと考えられる場合には、調査表の「当該現場ではNETIS掲載情報の「比較する
従来技術」は適切でしたか。」欄で「適切でなかった」を選択し、適切と考えられる技術名と理由の
記入をお願いします。

不備①：「活用等の型」が異なる。 ⇒ ページ参照

×試行申請型、フィールド型、テーマ設定型などで提出されている。
→上記の活用型の場合、技術登録申請者との調整が必須となるため、事前確認又は担当
職員に確認をお願いします。
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活用効果調査表 留意点 25

留意点①：提出時期

×新技術の活用は終了したが、活用効果調査表を提出していない。（VEは必要なし）
→工事内における全ての新技術活用後、速やかに提出してください。工事が完了していなくても、新技術の

活用が終わりましたら、工事完了前でも提出は可能です。ただし、新技術の使用途中では提出できません。

留意点②： 快適トイレ対象工事で、NETIS製品を使用した場合

→現在、ほとんどの工事が快適トイレの
対象工事になっています。
快適トイレ対象工事で、快適トイレに
NETIS製品を使用した場合は、
発注者指定型になる場合があります
ので、ご注意下さい。
各工事の特記仕様書をご確認下さい。

留意点③：購入のみで使用がなかった場合

油処理剤やアスファルト補修材のように突発的な事故対応用に購入し、最終的に使用しなかった
→活用効果調査表は作成願います。活用報告書をできる範囲で記入し、活用効果調査表は、
担当課の会社名、記入者、連絡先を記入し、総合的所見に「〇〇のため、購入をしたが、〇〇が
なかったため使用していない」等の記入をお願いします。

 【特記事例】

第○条 現場環境改善（快適トイレの試行）
１．内 容
受注者は、現場に以下の（１）～（11）の仕様を満たす快適トイレを設置することを原則とする。
（12）～（17）については、満たしていればより快適に使用出来ると思われる項目であり、必須
ではない。
【快適トイレに求める標準仕様】
（１）洋式便座
（２）水洗機能（簡易水洗、し尿処理装置付き含む）
  （ 中 略 ）
２．ＮＥＴＩＳ登録された快適トイレの取扱い
ＮＥＴＩＳ登録された快適トイレを使用する場合は、「公共工事等における新技術活用システム」
実施要領の 3.3.3.3 発注者指定型（３）５）に基づき、活用効果調査を行うものとする。


